
次世代エネルギーパーク（若松区）

①複合中核施設（廃棄物発電）②バイオエタノール⑨風力発電⑯太陽光発電

目的

④未利用エネルギー利用施設

（三井鉱山 ＣＤＱ）

⑧白島展示館（白島石油備蓄基地）

（石油天然ガス・金属鉱物資源機構）

⑨風力発電(15,000kW)

（ｴﾇｴｽｳｲﾝﾄﾞﾊﾟﾜｰひびき）

目的

①エネルギー学習

②ﾋﾞｼﾞﾀｰｽﾞ・ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰ
（三井鉱山 ＣＤＱ）

③ＢＤＦ製造施設

（九州山口油脂組合）

⑩石炭ガス化発電（ＥＡＧＬＥ）

⑪風力発電（ダリウス型 15kW）

③企業・研究所誘致

①複合中核施設（14,000kW）

（北九州エコエナジー 廃棄物発電）

②食品廃棄物エタノール化実証事業

（新日鐵エンジニアリング）
⑥風力発電(2,000kW)

（テトラエナジーひびき）

⑫太陽光発電（20kW）

（Ｊ-POWER）
⑤都市ガス製造工場

（西部ガス㈱）

（新 鐵 リ ）

⑦下水汚泥のエネルギー化実証施設

（新日鐵エンジニアリング）

（テトラエナジ ひびき）

⑰北九州エコタウン
実証研究エリア
エコタウンセンター

（ビジターセンターとして活用）⑭燃料電池（200kW）

⑮ ガ
⑬小水力発電（68kW）

（頓田貯水池水道局）

⑮天然ガスコジェネ（200kW）

⑯太陽光発電（150kW）

（学術研究都市エコキャンパス）

※平成19年10月 経済産業省より認定（全国６ヶ所）



環境共生型都市再開発（リバーウォーク北九州）

駐車場の自然換気による動力の低減 建築材料の耐久性

雨水利用による

屋上緑化による

上水利用量の低減 断熱性能の確保

屋上緑化による
周辺環境との調和

自然の素材の利用

安定した河川水温度の利用による
空調エネルギーの低減

リバーウォーク北九州の

熱供給設備省エネルギー効果 －１３．１％－１３．１％
リバーウォーク北九州の

熱供給設備省エネルギー効果 －１３．１％－１３．１％


